
  

 

 

 

１ 県立高等学校の再編整備 

  望ましい学校規模とするため、１学年４～６学級とし、３学級以下の学校について、再整備を推進。 

⇒ ２５校７３学級を１３校６０学級に統合 

①進学指導拠点 （会津、福島、安積、磐城の 4校） 

②進学指導重点校 （喜多方・喜多方東統合校、葵、会津学鳳、橘、安積黎明など 16校） 

③キャリア指導推進校 （大沼・坂下統合校、田島・南会津統合校、ふたば未来学園など 21 校) 

⑤職業教育推進校 （耶麻農業・会津農林統合校、喜多方桐桜、若松商業、会津工業など 21 校） 

④地域協働推進校 （西会津、猪苗代、川口、只見、川俣、湖南の 6校） 

⑥定時制・通信制高校 （会津第二、郡山萌世など 7校） 
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４ 統合高校の方向性 

喜多方高校 

喜多方東高校 

進学指導中心 

就職 4：専門 4：大・短 2 

普通科（定員 160 名：4 学級） 

普通科（定員 80名：2 学級） 

（新）喜多方高校 

５学級規模（定員 200 名）  

場所：喜多方高校 

令和 3（2021）年 4 月開校予定 
進学指導重点校 

２ 過疎・中山間地域の例外措置  

   地理的条件や公共交通機関の状況等から統合により近隣の高校への通学が極端に困難になり、

教育機会が著しく損なわれる場合や地元からの入学者の割合が著しく高いなど特別な事情を考慮。 

⇒ 西会津、猪苗代、川口、只見、川俣、湖南の 6校 

３ 生徒の学びのニーズや進路希望に応じた特色化 

  様々な課題に果敢に取り組む主体性・協働性を育成する教育活動の推進や、多様な学習内容の

確保及び教育の質の向上の観点から、６つの学校群のいずれかに位置づけ、生徒の学びのニーズ

や進路希望に応じた教育活動を展開。 

 県立高等学校改革前期実施計画（2019～2023 年度）について  

耶麻農業高校 

会津農林高校 

産業技術科・ 

  ライフコーディネイト科 

   （定員 40 名×2学級） 

農業園芸科・森林環境科 

・食品加工科 

（定員 40 名×3学級） 

耶麻農業・会津農林統合高校（仮称） 

４学級規模（定員 160 名）  

場所：会津農林高校 

令和 5（2023）年 4 月開校予定 

職業教育推進校 

全日制「普通科単位制」コース制  アドバンスト探究コース（特進コース） 1 学級  40 人 

                 スタンダード探究コース（進学コース） 3 学級 120 人 

                 キャリア探究コース（就職対応コース） 1 学級  40 人 

 

県の第 3回懇談会で、「農業園芸課」「森林環境課」「食品加工科」「地域資源活用科（新設）」の 4科

案と開校時の 1・2年生は卒業までそれぞれの学校で学ぶ「校舎方式」が示された。 
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